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道路橋定期点検 | 写真と図面を照合する参考様式

写真台帳 | 架空の記入例
対象：損傷写真の整理・照合。発注者の指定様式を優先し、評価欄は適用要領に合わせます。
このページの橋梁・図面・写真・計測値はすべて架空です。次の2ページが記入用紙です。

橋梁名 サンプル橋（架空） 路線名 市道サンプル線（架空）

点検日 2026-09-11 記録者 架空記入例

損傷ID D-001 → 写真ID P-001・P-002
損傷ID：写真ID = 1：多。全景・近景・計測写真を同じ損傷へ結び付けます。

P-001 / 全景・位置

模式図 / 実際の点検写真ではありません

D-001

全景：径間1 / 主桁G1の位置を確認

損傷ID D-001（2枚とも同じ損傷）

写真ID P-001

元写真 sample_P001.jpg

図面・位置 sample_revA.dxf / 径間1・主桁G1

損傷の種類 ひびわれ（架空）

幅 / 間隔 計測はP-002に対応

長さ / 方法 全体の位置・向きを記録

損傷程度 未判定：適用要領で確認

撮影日 / 確認 2026-09-11 / 記入例

P-002 / 近景・計測

模式図 / 実際の点検写真ではありません

間隔：隣接するひびわれ間の距離

近景：幅の測定位置・スケールを残す

損傷ID D-001（2枚とも同じ損傷）

写真ID P-002

元写真 sample_P002.jpg

図面・位置 sample_revA.dxf / 径間1・主桁G1

損傷の種類 ひびわれ（架空）

幅 / 間隔 0.20 mm / 0.60 m（架空値）

長さ / 方法 0.45 m / スケール確認（架空）

損傷程度 未判定：適用要領で確認

撮影日 / 確認 2026-09-11 / 記入例

照合：元写真のファイル名 → 写真ID → 損傷ID → 図面位置を追えること。
幅と間隔は別の値です。架空値からa〜e、A〜C、健全性I〜IVを機械的に決めないでください。

根拠資料（クリックで原典へ）

国土交通省 道路橋定期点検要領（技術的助言の解説・運用標準、令和6年3月）

国土交通省「道路の老朽化対策」掲載の最新要領・改定情報

自社Webのご案内 資料・見本一覧 関連する解説記事 導入・適用相談
LiDAR Damage Detection / IZUTSUYA | 参考様式・発注者の指定様式と適用基準を優先
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https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo7_6.pdf
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen.html
https://lidar-damage-detection.com/resources/
https://lidar-damage-detection.com/column/shashin-daicho.html
https://lidar-damage-detection.com/#contact
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元写真と図面を対応させる
損傷IDは同じ損傷の写真で共通にし、写真IDは写真ごとに付番します。元写真の削除・上書きを避けます。

橋梁名 路線名

点検日 記録者

写真記録 1

写真貼付欄

元写真は別途保存してください。
撮影方向・スケール・位置が分かる写真を貼付。

写真ID

損傷ID 同じ損傷なら複数写真で共通

元写真ファイル

図面ファイル・版

径間・部材・要素

撮影位置・向き

損傷の種類

幅 [mm] / 間隔 [m]

長さ [m] / 方法

撮影年月日

評価欄・適用要領

確認者・確認日

写真記録 2

写真貼付欄

元写真は別途保存してください。
撮影方向・スケール・位置が分かる写真を貼付。

写真ID

損傷ID 同じ損傷なら複数写真で共通

元写真ファイル

図面ファイル・版

径間・部材・要素

撮影位置・向き

損傷の種類

幅 [mm] / 間隔 [m]

長さ [m] / 方法

撮影年月日

評価欄・適用要領

確認者・確認日

照合チェック

元写真とIDが一致 図面位置・版を確認 単位・測定法を確認

製品利用時も、AI候補・計測値・既存DXFへの転記位置は技術者が確認します。
根拠：国交省 R6.3要領「6.記録」「様式2の記録の手引き」。版・対象の確認は1ページ目の原典リンクへ。
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https://lidar-damage-detection.com/resources/
https://lidar-damage-detection.com/column/shashin-daicho.html
https://lidar-damage-detection.com/#contact
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元写真と図面を対応させる
損傷IDは同じ損傷の写真で共通にし、写真IDは写真ごとに付番します。元写真の削除・上書きを避けます。

橋梁名 路線名

点検日 記録者

写真記録 3

写真貼付欄

元写真は別途保存してください。
撮影方向・スケール・位置が分かる写真を貼付。

写真ID

損傷ID 同じ損傷なら複数写真で共通

元写真ファイル

図面ファイル・版

径間・部材・要素

撮影位置・向き

損傷の種類

幅 [mm] / 間隔 [m]

長さ [m] / 方法

撮影年月日

評価欄・適用要領

確認者・確認日

写真記録 4

写真貼付欄

元写真は別途保存してください。
撮影方向・スケール・位置が分かる写真を貼付。

写真ID

損傷ID 同じ損傷なら複数写真で共通

元写真ファイル

図面ファイル・版

径間・部材・要素

撮影位置・向き

損傷の種類

幅 [mm] / 間隔 [m]

長さ [m] / 方法

撮影年月日

評価欄・適用要領

確認者・確認日

照合チェック

元写真とIDが一致 図面位置・版を確認 単位・測定法を確認

製品利用時も、AI候補・計測値・既存DXFへの転記位置は技術者が確認します。
根拠：国交省 R6.3要領「6.記録」「様式2の記録の手引き」。版・対象の確認は1ページ目の原典リンクへ。

自社Webのご案内 資料・見本一覧 関連する解説記事 導入・適用相談
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https://lidar-damage-detection.com/resources/
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https://lidar-damage-detection.com/#contact

